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春　

旅
3 月下旬曇り空の下、線路跡のゆるやかな坂道の先に、桜の木が見え隠れしている。
鹿児島県の西海岸に面した薩摩川内市から、内陸の旧大口市の間をつないで運行されていた
旧宮之城線。現在その沿線沿いに、大路を偲ぶ姿を見つけるのは難しい。　　　　　　　　

薩摩川内市樋脇町
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熊
本
城

　
「
質
実
剛
健
」
を
辞
書
で
調
べ
る
と
、「
か
ざ
り
け

が
な
く
、
ま
じ
め
で
、
強
く
、
し
っ
か
り
し
て
い
る

こ
と
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
早
起
き
で
働
き
者
で
、

寡
黙
で
、
い
つ
も
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
と
黒
い
パ
ン
ツ

を
履
い
て
、
黙
々
と
生
き
て
い
る
人
の
よ
う
な
、

熊
本
城
は
、
そ
ん
な
実
直
な
印
象
の
お
城
だ
。

　

春
、
熊
本
城
は
黒
い
パ
ン
ツ
の
上
に
、
淡
い
ピ
ン

ク
の
シ
ャ
ツ
を
羽
織
る
。
威
風
堂
々
と
し
た
天
守
閣

が
少
々
恥
ず
か
し
げ
な
表
情
に
見
え
る
。

　

熊
本
城
は
市
の
中
心
部
、
茶
臼
山
の
丘
陵
地
帯
に

建
っ
て
い
る
。
築
城
当
時
周
囲
は
、
白
川･

坪
井
川･

井
芹
川
の
河
川
や
湿
地
帯
に
囲
ま
れ
、
天
然
の
要
塞

の
よ
う
な
地
形
の
場
所
だ
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
井

戸
を
掘
る
と
良
質
な
水
を
容
易
に
得
ら
れ
る
こ
と

も
、
築
城
に
最
適
な
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
理
由

だ
っ
た
ら
し
い
。

　

城
作
り
の
名
人
と
呼
ば
れ
た
、
加
藤
清
正
公
の
お

眼
鏡
に
適
っ
た
土
地
に
建
つ
熊
本
城
。
周
囲
を
散
策

す
る
と
、
難
攻
不
落
と
言
わ
れ
た
そ
の
訳
を
実
感
で

き
る
遺
構
が
点
在
し
て
い
る
。

熊
本
城　
熊
本
県
熊
本
市

熊
本
県
熊
本
市



二様の石垣

手前右手、傾斜が緩やかな石垣は築城当時のもの。一方、左手奥

の石垣は細川時代に増築されたものとされている、重ね積みから

算木積みへの技術進歩がひと目で分かる。



﨑
津
天
主
堂
熊
本
県
天
草
市
河
浦
町
﨑
津



　

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
波
穏
や
か
な
羊
角
湾
が
、

目
前
に
広
が
っ
て
い
る
。
漁
港
ま
ち
と
言
っ
た
趣
の

美
し
い
入
り
江
を
眺
め
て
い
る
と
、
瓦
屋
根
の
間
か

ら
天
に
向
か
い
尖
塔
が
建
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

尖
塔
の
上
の
十
字
架
で
教
会
だ
と
気
づ
く
が
、
重
厚

な
佇
ま
い
の
教
会
は
不
思
議
な
ぐ
ら
い
に
周
辺
の
家

屋
と
な
じ
ん
で
建
っ
て
い
る
。

　

﨑
津
の
第
一
印
象
は
、
男
は
つ
ら
い
よ
の
ロ
ケ
地

だ
と
思
っ
た
。
寅
さ
ん
が
ヒ
ョ
ッ
コ
リ
顔
を
出
し
そ

う
な
旅
館
の
窓
や
、
あ
く
び
を
し
な
が
ら
、
歩
い
て

き
そ
う
な
通
り
が
、
其
処
こ
こ
に
あ
る
。

　
　

1
6
3
8
年
の
禁
教
令
以
後
も
、
2
4
0
年
間

に
渡
っ
て
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
し
て
信
仰
が
守

ら
れ
て
き
た
と
い
う
激
し
い
弾
圧
の
歴
史
が
、
現
在

の
静
か
な
佇
ま
い
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
。

　

天
主
堂
は
、
な
ん
の
違
和
感
も
無
く
集
落
に
根
ず

き
、
懐
か
し
い
漁
港
風
景
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。

﨑
津
天
主
堂　
熊
本
県
天
草
市

幹線道路から集落に続く、入り江沿いには石組みの堤が続き、
古い家並みと会いまって懐かしい漁村の風景が残されている .



長
崎
市

坂の町、長崎市の朝

幾十幾重にも重なり合った家並みやビルが、朝日に照らし出され浮かび上がる



　

現
在
は
市
の
中
心
部
に
あ
り
、
都
市
化
の
影
響

で
埋
没
し
た
出
島
を
、
2
0
0
年
前
の
姿
に
甦
ら
せ

る
活
動
が
進
行
し
て
い
る
。
出
島
に
入
っ
て
驚
く
の

は
、
単
な
る
復
元
で
は
な
く
、
当
時
の
建
築
技
術
や

材
料
・
素
材
に
こ
だ
わ
り
細
部
ま
で
時
代
考
証
さ
れ

た
復
元
を
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
見
せ
掛
け
の
観
光

施
設
の
レ
ベ
ル
で
は
な
い
、
本
物
を
体
感
で
き
る
史

跡
を
目
指
し
て
の
復
活
作
業
が
、今
も
続
い
て
い
る
。

　

出
島
は
、
1
6
3
4
年

江
戸
幕
府
の
鎖
国
政
策
の

一
環
と
し
て
長
崎
に
築
造

さ
れ
た
人
工
島
。
当
時

唯
一
の
外
国
と
の
窓
口
と
な
る
出
島
建
設
の
た
め
に

「
出
島
町
人
」
と
呼
ば
れ
る
長
崎
を
代
表
す
る
豪
商

25
人
が
共
同
出
資
を
し
た
。
し
か
し
、
海
の
中
に
島

を
つ
く
る
と
い
う
発
想
、
工
事
の
設
計
・
監
督
に
あ

た
っ
た
人
物
、そ
の
土
木
技
術
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

現
在
で
も
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

鎖
国
か
ら
開
国
へ
と
激
動
の
時
代
に
、
深
く
関

わ
っ
て
き
た
長
崎
。
明
治
維
新
前
後
の
歴
史
や
、

そ
の
息
遣
い
ま
で
も
実
感
で
き
る
「
ま
ち
」
だ
。

一番船船頭部屋

オランダ船（一番船）船長や商館員の居宅として使用されていた建物。 中島川に架かる出島橋から眺めた出島

出
島 

長
崎
県
長
崎
市



料理部屋
商館員たちは日2回、カピタン部屋の2階で食事をしていた。その食事を
作っていた部屋。当時の調理器具や食材がリアルに再現されている。



グ
ラ
バ
ー
園
長
崎
県
長
崎
市
南
山
手



旧三菱第2ドックハウス
「ドックハウス」は修理のために船が造船所に入っている間、乗組員たちが宿泊した施設。
明治 29年に作られた典型的な西洋建物。2階のベランダに立つと、今から 430年以上前
に開港した長崎の港を眺めることができる。

Thomas Blake Glover
1938～ 1911

　

風
光
明
媚
な
長
崎
港
を
眼
下
に
、
南
山
手
の
丘
の

上
に
瀟
洒
な
洋
館
が
立
ち
並
ぶ
グ
ラ
バ
ー
園
は
、

長
崎
観
光
の
メ
イ
ン
と
も
言
え
る
場
所
。

　

グ
ラ
バ
ー
や
リ
ン
ガ
ー
、
オ
ル
ト
の
旧
邸
が
あ
っ

た
敷
地
に
、
長
崎
市
内
に
残
っ
て
い
た
歴
史
的
建
造

物
を
移
築
し
て
い
る
。
安
政
6
年
（
1
8
5
9
年
）、

長
崎
は
横
浜
・
函
館
と
も
に
開
港
さ
れ
、
多
く
の
外

国
貿
易
商
人
が
来
日
し
、
市
街
地
に
多
く
の
外
国
人

居
留
地
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。明
治
32
年（
1
8
9
9

年
）居
留
地
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
約
40
年
の
間
に
、

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
家
並
み
が
造
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

明
治
維
新
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
人
々
が
、

こ
こ
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
眺
望

の
良
さ
も
違
っ
て
見
え
て
く
る
。
日
本
で
生
涯
を
終

え
た
グ
ラ
バ
ー
の
旧
邸
宅
か
ら
眺
め
る
長
崎
港
を
、

彼
ら
も
、
眺
め
て
い
た
の
か
と
思
う
と
感
慨
深
い
も

の
が
あ
る
。

グ
ラ
バ
ー
園　
長
崎
県
長
崎
市



霧
島
神
宮

鹿
児
島
県
霧
島
市

3月下旬から4月初旬、本殿前の枝垂れ桜が咲き始める。

社殿の朱色と、桜の薄桃色が雨に煙って美しい表情を見せる。



　

4
月
の
初
め
雨
の
霧
島
神
宮
は
、
桜
に
彩
ら
れ
て

い
た
。
参
道
わ
き
の
苔
む
し
た
岩
や
、
緑
の
木
々
が

雨
に
打
た
れ
し
っ
と
り
と
し
た
佇
ま
い
を
見
せ
て
い

る
。、
三
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
う
っ
そ
う
と
し
た

緑
の
ト
ン
ネ
ル
と
石
畳
が
続
い
て
い
る
。
光
の
先
に

豪
華
な
唐
破
風
（
か
ら
は
ふ
）
を
持
つ
勅
使
殿
が
見

え
て
い
る
。
社
殿
の
柱
や
梁
、
長
押
な
ど
す
べ
て
が

朱
色
に
塗
ら
れ
、
杉
木
立
の
濃
緑
色
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
。
極
彩
色
の
浮
き
彫
り
も
絢
爛
豪
華

な
造
作
が
施
さ
れ
て
お
り
、「
西
の
日
光
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
建
国
神
話
に
登
場
す
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
が
祭
ら
れ
て
い
る
霧
島
神
宮
は
、
創
建
当
時
は
高

千
穂
峰
の
麓
に
社
殿
が
あ
っ
た
が
、
山
の
噴
火
に
よ

り
消
失
し
た
。
場
所
を
移
し
再
建
さ
れ
た
が
再
び
噴

火
に
よ
り
炎
上
し
た
。文
明
16
年（
1
4
8
4
年
）

島
津
忠
昌
に
よ
り
社
殿
等
が
再
興
さ
れ
た
。

霧
島
神
宮　
鹿
児
島
県
霧
島
市



鶴
丸
城
跡

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

城壁跡が残る、現在の県立図書館と黎明館の境界。春、桜の並木が彩りを添える。　



　

鹿
児
島
市
の
中
心
部
に
標
高
1
0
8
メ
ー
ト
ル
の
山

「
城
山
」
が
あ
る
。
市
街
地
を
一
望
で
き
る
観
光
名

所
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
そ
の
麓
に
、
築
城
さ
れ

た
の
が
鹿
児
島
城
だ
。
別
名
を
鶴
丸
城
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
薩
摩
藩
の
藩
主
島
津
氏
の
居
城
と
し
て
、

慶
長
6
年
（
1
6
0
2
年
）
島
津
家
第
18
代
当
主

（
初
代
薩
摩
藩
主
）
島
津
家
久
が
着
工
し
た
。

　

城
と
い
っ
て
も
本
丸
、
二
の
丸
、
下
屋
敷
が
並
び
、

天
守
閣
や
層
楼
の
な
い
屋
形
づ
く
り
だ
っ
た
。
こ
れ

は
「
城
を
も
っ
て
守
り
と
成
さ
ず
、
人
を
以
っ
て
城

と
な
す
」と
い
う
薩
摩
藩
流
の
思
想
に
よ
る
も
の
で
、

藩
内
の
各
所
に
は
兵
農
一
致
の
郷
士
団
が
守
る
外
城

が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。

　

現
在
は
、
城
壁
と
堀
、
擬
宝
珠
つ
き
の
石
橋
だ
け

が
残
っ
て
い
る
が
、
春
に
な
る
と
城
内
に
は
桜
が
咲

き
誇
り
、
往
時
の
華
や
か
さ
が
甦
る
。

鶴
丸
城
跡　
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市



3月下旬の早朝、池田湖が靄に包まれた。日の出とともに風が吹き、
開門岳のシルエットがうっすらと姿を現した。

鹿児島県指宿市　池田湖


